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　飛翔実験で破損したロケットを手にする、
東海大学の学生ロケットプロジェクトのメ
ンバー。同大学では、学生がロケットの開発
に奮闘しています。平塚で誕生した日本の
ロケット技術は、さまざまな形で現在に受け
継がれています。
　今号では、博物館の秋期特別展「知られ
ざる平塚のロケット開発」を紹介します。
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「
日
本
で
使
わ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

を
飛
ば
す
推
進
薬
の
技
術
が
、
実

は
戦
前
の
平
塚
か
ら
始
ま
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
」。

博
物
館
の
藤
井
大
地
学
芸
員
は
特

別
展
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま

す
。
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
、

『
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
』と
呼
ば
れ

る
、
全
長
20
～
30
㌢
の
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

無
煙
火
薬
の
国
産
化
を
目
指
し

た
日
本
は
大
正
８
年
に
、
海
外
の

火
薬
製
造
会
社
の
協
力
で
、
海
軍

火
薬
廠
を
平
塚
に
設
立
し
ま
し

た
。
戦
争
が
終
結
す
る
昭
和
20
年

ま
で
の
36
年
間
、
平
塚
は
海
軍
の

火
砲
発
射
薬
や
ロ
ケ
ッ
ト
用
の
火

薬
の
開
発
・
生
産
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。
現
代
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
使
わ

れ
て
い
る
火
薬
に
よ
る
推
進
技
術

は
当
初
、
軍
事
用
に
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

H3ロケットの初飛行を夢見て

　
平
塚
に
か
つ
て
あ
っ
た
海
軍
火
薬
廠し

よ
う

。こ
こ
で
開
発
さ
れ
て
い
た
火
薬

が
、戦
後
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。博

物
館
の
秋
期
特
別
展「
知
ら
れ
ざ
る
平
塚
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
」で
は
、平
塚
と

ロ
ケ
ッ
ト
の
関
係
を
た
ど
り
ま
す
。

問
　
博
物
館
☎
33
︱
５
１
１
１

ロケット今昔平塚の

火薬廠で生産された長さ約1㍍の推進薬

「日本のロケットは平塚から」と話す藤井学芸員

　

昭
和
19
年
に
、
日
本
が
有
人
ロ

ケ
ッ
ト
特
攻
機「
桜お

う
花か

」の
開
発
を

始
め
る
と
、
火
薬
廠
で
は
、
桜
花

を
飛
ば
す
火
薬
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
造

が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

昭
和
20
年
7
月
16
日
の
平
塚
大
空

襲
で
、
火
薬
廠
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
開
発
を
再
開
で
き
ず
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
、
火
薬
廠
の
開
発
者
が
愛

知
県
に
移
り
、
火
薬
の
研
究
を
続

け
ま
し
た
。そ
の
技
術
を
継
承
し
、

サ
イ
ズ
の
小
さ
な
推
進
薬
に
合
わ

せ
て
製
作
さ
れ
た
の
が
戦
後
の
日

本
初
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
な
っ
た
、
ペ

ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。そ
の
後
、

東
京
都
国
分
寺
市
な
ど
で
、
繰
り

返
し
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
塚
で
開
発
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト

用
推
進
薬
の
技
術
は
、
ペ
ン
シ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
を
大
き
く
し
た
全
長
約

１
㍍
の「
ベ
ビ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
」か

ら
、
日
本
初
の
本
格
的
な
地
球
観

測
用
ロ
ケ
ッ
ト「
カ
ッ
パ
４
型
」ま

で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
平
塚
で
開

発
さ
れ
た
技
術
が
、
宇
宙
を
目
指

し
始
め
た
ば
か
り
の
日
本
の
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
を
支
え
た
の
で
す
。

　

特
別
展
で
は
、
当
時
、
火
薬
廠

で
作
ら
れ
て
い
た
ロ
ケ
ッ
ト
推
進

薬
の
写
真
を
展
示
し
ま
す（
右
下

写
真
）。
全
国
で
も
市
博
物
館
に

し
か
な
い
貴
重
な
資
料
で
、
初
公

開
し
ま
す
。ほ
か
に
も
、Ｊジ

ヤ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）や
防

衛
省
、
国
分
寺
市
、
さ
ら
に
は
市

内
の
大
学
・
企
業
の
協
力
で
、
実

際
に
飛
翔
実
験
を
行
っ
た
ロ
ケ
ッ

ト
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
設
計
図
、
研

究
ノ
ー
ト
な
ど
の
関
連
資
料
、
約

120
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
「
戦
後
か
ら
現
代
ま
で
、
平
塚

で
開
発
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
技
術

が
、
宇
宙
工
学
な
ど
に
継
承
さ
れ

た
こ
と
を
特
別
展
で
は
伝
え
た
い

で
す
」と
藤
井
学
芸
員
は
力
を
込

め
ま
す
。

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
が
今
も
平

塚
で
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
」と
話

す
藤
井
学
芸
員
。

　
「
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
、
国
産
ロ
ケ
ッ

ト『
Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
』の
メ
イ
ン

エ
ン
ジ
ン
に
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造

所
が
作
っ
た
部
品
が
使
わ
れ
、
Ｈ

２
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
何
度
も
宇
宙
へ

飛
ん
で
い
ま
す（
下
囲
み
）。ま
た
、

東
海
大
学
や
神
奈
川
大
学
で
は
、

学
生
が
主
体
と
な
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト

の
研
究
・
開
発
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
」と
続
け
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
実
際
に

両
大
学
で
開
発
し
、
飛
翔
実
験
に

使
わ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
現
物
も
展

示
し
ま
す
。

　
「
特
別
展
の
準
備
段
階
で
、
戦

前
か
ら
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
資
料

が
大
量
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
特

別
展
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
資
料
を
改
め
て
調
査
し

た
い
で
す
」と
藤
井
学
芸
員
は
目

標
を
語
り
ま
す
。「
市
内
の
大
学
や

企
業
と
の
相
互
交
流
は
も
ち
ろ

ん
、
当
時
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の

開
発
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
に
話
を

聞
き
、
平
塚
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の

調
査
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
続
け
ま
す
。

　
「
平
塚
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
企
業
や
大
学
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

国
産
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
の
裏
側
で
、

平
塚
で
開
発
さ
れ
た
技
術
が
ど
の

よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
か
を
特
別

展
で
紹
介
し
ま
す
」。

大
学
と
企
業
で
進
む

ロ
ケ
ッ
ト
開
発

　海軍火薬廠がかつてあった場所で、現在ロ
ケットエンジンの部品を開発・製造している
横浜ゴム平塚製造所。今、そして未来に向け
た国産ロケットの開発を市内の企業が支えて
います。
　「横浜ゴムのロケット開発の始まりは、昭
和54年のロケットエンジンのチューブや熱交

換器などの製造で
す」と同製造所航空
部品技術部の田

た
邊
なべ
啓
けい

さん（左写真）は説明
します。
　国内のロケットエ
ンジンの配管の約８
割を製造している同
製造所。しかし、現

在使われている国産ロケット「Ｈ２」のエンジン
の配管の開発は当初手探りの状態でした。特
殊合金を使用した部品のため、加工は高度な
技術を要求され、製造は困難を極めました。
　ロケットの開発はいったん終わると次のプ
ロジェクトまで十数年空くこともあります。
その間に開発に携わった社員が退職し、「技術
の伝承が途絶えてしまうことに、非常に危機
感を持っています」と田邊さんは話します。
合金の溶接などは手作業が多く、社内検定制
度を設けて技術の質を保ちます。また、開発
した技術をデータベース化し、現場作業の手
順書を作成するなど、技術が確実に引き継げ
るように工夫しています。
　平成27年から、新型ロケット「Ｈ３」の部品供
給に向けての開発が始まりました。Ｈ３ロケッ

トは平成32年に試作機を打ち上げる予定で
す。同製造所では、現在３人の担当者が携わ
ります。「無事に開発が完了して、Ｈ３ロケット
の初飛行を見届けたいです」と田邊さんはロ
ケット開発の未来を熱く語ります。

若
い
世
代
へ
技
術
は
受
け
継
が
れ
ま
す

横浜ゴム平塚製造所

全
て
は
火
薬
廠
か
ら
始
ま
っ
た
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博物館秋期特別展

10月22日（土）～12月18日（日）　特別展示室
午前9時～午後5時（10月25日～30日は午後7時まで）
月曜日休館

問　博物館☎33-5111

知られざる
平塚のロケット開発

■講演会
　午後3時30分～5時。各70人（当日先着順）。プラネタリウム。
★日本のロケットの歴史　JAXA名誉教授が話します。11月
12日（土）。
★大学のハイブリッドロケット開発　東海大学・神奈川大
学の学生が説明します。12月18日（日）。
■宇宙開発講座
　オリジナルの宇宙ロケットの設計などを学びます。午後3
時30分～5時。各50人（当日先着順）。講堂。
★第1回　宇宙ロケットを設計しよう　10月23日（日）。
★第2回　宇宙ミッションを組み立てよう　11月6日（日）。
■展示解説
　10月23日（日）、11月20日（日）、12月10日（土）。
　午後1時～1時45分。特別展示室。
■イブニングミュージアム
　開館時間を午後7時まで延長して、「宙

そら
をとぶ」をテーマに

各分野で講演します。　
★講演　午後6時～6時50分（入館は午後6時30分まで）。
①～④は講堂⑤⑥はプラネタリウム。各50人（当日先着順）。 
①飛道具と戦　10月25日（火）。
②龍

りゆう
勢
せい
祭　手作りロケットの打ち上げ　26日（水）。

③宙
そら

から良
ろう
弁
べん
がやってきた

　「市指定文化財大山寺縁起絵巻をよむ」　27日（木）。
④山から飛来するもの
　どこからくる？ どれくらいくる？　28日（金）。
⑤ロケット打ち上げを体感しよう
　プラネタリウムでロケット映像鑑賞会　29日（土）。
⑥宇宙への歩み　科学と実用　30日（日）。
★全天周映像番組「銀河鉄道の夜」の上映　25日～30日、午
後4時～5時。プラネタリウム。200円（18歳未満と65歳以上の
方は無料）。各70人（当日先着順・当日午前9時から1階受付で
観覧券を販売します）。
■JAXAコズミックカレッジ　キッズコース
　身近なものでロケットのおもちゃを作ります。
　科学教室。小学生以下の方、各15人（当日先着順・幼児は保
護者同伴・開始30分前に科学教室前で整理券を配布します）。
★ストローロケット　午後1時～1時30分。10月22日（土）、
12月4日（日）。
★傘袋ロケット　午後3時30分～4時。10月22日、12月4日。
★紙コップロケット　10月30日（日）午後1時～1時30分。
★フィルムケースロケット　30日午後3時30分～4時。
★風船ロケット　11月5日（土）午後1時～1時30分。
★わりばしロケット　5日午後3時30分～4時。
★スーパーボールロケット　20日（日）午後3時30分～4時。
■JAXAコズミックカレッジ　ファンダメンタルコース
★火薬ロケットカーを作ろう　午後1時30分～4時30分。11
月13日（日）、19日（土）、27日（日）、12月3日（土）。科学教室・
屋上。小学3年生～高校生、各20人（抽選）。700円。雨天時
は工作のみ実施します。
募　イベント名・必要事項・学年・希望日を、往復はがきで、
11月4日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41博物館へ。
■ロケット打ち上げ生中継
　ひまわり9号を搭載した「H2A31号機」の打ち上げを生中継
します。打ち上げの状況で、中止することがあります。
　11月1日（火）午後3時～3時30分、プラネタリウム。70人（当
日先着順）。

　

学
生
団
体
で
初
の
、
宇
宙
へ
到

達
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
た
い

―
。

　

東
海
大
学
学
生
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
手
作
り
で
低
価
格

な
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
す
る
た
め

に
、
平
成
7
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー

は
、
現
在
約
60
人
。
ロ
ケ
ッ
ト
の

設
計
・
製
作
、
搭
載
さ
れ
る
計
器

の
動
作
実
験
や
、
打
ち
上
げ
た
後

の
デ
ー
タ
解
析
な
ど
、
作
業
の
全

て
を
学
生
が
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

試
行
錯
誤
の
連
続

　

空
に
向
か
っ
て
打
ち
上
げ
た
ロ

ケ
ッ
ト
。
宇
宙
に
向
け
た
新
た
な

挑
戦
で
す
。8
月
24
日
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
秋
田
県
能
代

市
の
海
岸
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
翔
実

験
を
し
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
、
同
市
で
開
か
れ
、
今

年
で
12
回
目
の「
能
代
宇
宙
イ
ベ

ン
ト
」。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ほ
ぼ
毎
年
参
加
し
、
飛
翔
実
験
を

東
海
大
学 

学
生
ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
目
標
は
音

速（
時
速
約
1
2
2
5
㌖
）を
超
え

る
こ
と
で
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
乗
せ
て
発

射
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
。
し
か
し
、
発

射
か
ら
約
8
秒
後
に
空
中
分
解

し
、
海
に
着
水
し
ま
し
た
。
積
ん

で
い
た
計
器
が
ほ
と
ん
ど
沈
ん
で

し
ま
い
、
目
標
を
達
成
し
た
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

団
体
代
表
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
、
同
大
学
4
年
生

の
岸
里
大だ

い

輝き

さ
ん
は「
こ
の
結
果

を
失
敗
と
は
感
じ
ま
せ
ん
。
音
速

を
超
え
る
た
め
に
、
製
作
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
構
造
な
ど
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
結
果

を
次
の
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
前
向
き
に

話
し
ま
す
。

　

最
終
目
標
は
、
宇
宙
ま
で
到
達

す
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
、
と

話
す
岸
里
さ
ん
。
ま
ず
は
ロ
ケ
ッ

ト
を
高
度
10
㌖
に
到
達
さ
せ
る
こ

と
が
目
標
で
す
。
今
ま
で
の
最
高

記
録
、
約
2
・
4
㌖
は
国
内
の
学

生
団
体
の
中
で
最
高
記
録
で
す
。

し
か
し
宇
宙
空
間
に
至
る
の
に
必

要
な
高
度
は
100
㌖
以
上
。
課
題
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
岸
里
さ
ん
は「
空

中
分
解
と
い
う
結
果
も
、
成
功
へ

の
第
一
歩
だ
と
と
ら
え
て
い
ま

す
。
後
輩
が
来
年
以
降
も
、
よ
り

高
性
能
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」と
思
い

を
話
し
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
音
速
を
超
え
、
宇
宙

ま
で
到
達
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
達
成

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
重
量
を
も
っ
と
軽
く

し
、
強
度
も
増
さ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
」と
早
く
も
先
を
見
据
え
て

い
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ロ
ケ
ッ
ト

は
、
回
収
し
て
再
利
用
で
き
る
設

計
で
す
。
今
後
、
高
度
が
高
く
な

れ
ば
、
回
収
す
る
方
法
も
再
検
討

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

積
ん
で
い
る
計
器
は
宇
宙
で
も
観

測
で
き
る
も
の
を
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
課
題
は
尽
き
な
い
で

す
が
、
い
つ
か
目
標
を
達
成
で
き

れ
ば
良
い
で
す
ね
」と
岸
里
さ
ん

は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

挑
戦
は
終
わ
ら
な
い

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
構
造
機
構

や
燃
焼
な
ど
、
五
つ
の
班
に
分
か

れ
て
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
し
て
い
ま

す
。次
回
の
飛
翔
実
験
に
向
け
て
、

す
で
に
開
発
は
進
ん
で
い
ま
す
。

空
中
分
解
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
解
析

会
議
が
9
月
23
日
に
あ
り
ま
し

た
。
会
議
の
始
ま
り
は
授
業
が
終

わ
っ
た
後
の
夕
方
か
ら
。
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
表
情
は
真
剣
で

す
。
解
析
会
議
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

班
か
ら
の
報
告
と
、
メ
ン
バ
ー
同

士
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

1
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
る
た

め
、
開
発
と
並
行
し
て
意
見
の
対

立
や
考
え
方
の
違
い
を
ま
と
め
る

こ
と
も
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

大
き
な
役
割
。「
苦
労
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
私
の
よ
う
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
た
め
に
東

海
大
学
に
入
学
し
た
メ
ン
バ
ー
も

多
く
い
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発

し
た
経
験
を
生
か
し
、
将
来
は
日

本
の
宇
宙
開
発
を
担
い
た
い
で

す
」と
夢
を
語
り
ま
す
。

「翼の形やエンジンの構造など、改善点
はたくさんあります」と語る岸里さん

解析会議は夜遅くまで続きました

空中分解し、翼が曲がったエンジン部分

関 連 イ べ ン ト

宇
宙
ま
で
飛
ば
し
た
い
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　10月24日（月）午前8時30分か　
　ら、受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防庁舎
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

市
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
見

直
し
方
針（
素
案
）に
ご
意
見
を

　

素
案
は
10
月
28
日（
金
）～
11
月

28
日（
月
）に
、
公
民
館
や
市
ウ
ェ

ブ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

募　

意
見
・
必
要
事
項（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
も
）を
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、
11
月
28
日
ま
で
に
、
本

館
６
階
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
☎

21
―
８
７
８
１

０
１
２
０
―
７

０
４
５
８
９

m
achi-s@

へ
。

若
年
者
向
け
合
同
就
職
面
接

会
直
前
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
17
日（
木
）の
合
同
就
職
面

接
会
に
向
け
、
就
労
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

　

９
日（
水
）。
応
募
書
類
対
策
は

午
前
９
時
30
分
～
正
午
。
面
接
対

策
は
午
後
１
時
15
分
～
４
時
。
勤

労
会
館
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
20
～
39
歳
の
方
、
各
20
人

（
先
着
順
）。

募　

電
話
で
、
産
業
振
興
課
☎
21

―
９
７
５
８
へ
。
市
ウ
ェ
ブ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
納
税
通
知
書

封
筒
の
広
告

　

４
枠（
選
考
）。
１
枠
、
縦
40
㍉

㍍
×
横
90
㍉
㍍
で
７
万
円
。
発
行

予
定
は
20
万
３
０
０
０
部
で
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　

平
成
28
年
11
月
21
日（
月
）ま

で
に
、納
税
課
☎
21
―
８
７
６
９
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
協
議

会
の
市
民
委
員

　

４
人（
選
考
）。
平
成
29
年
１
月

１
日
か
ら
２
年
間
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
①

市
内
に
１
年
以
上
在
住
②
１
月
１

日
現
在
で
20
歳
以
上
、
平
成
30
年

12
月
31
日
現
在
で
74
歳
以
下
③
本

市
国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
１

年
以
上
加
入
④
原
則
、
木
曜
日
の

午
後
に
年
3
回
程
度
、
開
く
会
議

に
出
席
で
き
る
⑤
他
の
付
属
機
関

な
ど
の
委
員
で
な
い
⑥
出
席
ま
た

は
議
事
進
行
で
介
助
が
必
要
な
場

合
、
自
ら
そ
の
用
意
が
で
き
る
、

な
ど
。

募　

応
募
動
機（
800
字
程
度
）・
必

要
事
項
・
性
別
・
職
業
・
本
市
審

議
会
な
ど
の
委
員
経
験
の
有
無

を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
平
成
28

年
11
月
21
日（
月
）ま
で
に
、
本
館

１
階
の
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７

７
６
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
　
子
ど
も
英
語

教
室

　

11
月
26
日
～
12
月
24
日
の
土
曜

日
、
全
４
回
、
午
後
２
時
～
３
時

15
分
。
青
少
年
会
館
。
市
内
在
住

の
小
学
校
３
～
４
年
生
20
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。
筆

記
用
具
、12
月
10
日
の
み
色
鉛
筆
・

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
。
100
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項（
氏
名

の
ロ
ー
マ
字
表
記
も
）・
学
年
・

参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
11
月
４

日（
金
）ま
で
に
、
〒
254
―
0041
浅
間

町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32
―
７
０

２
９

31
―
１
４
４
１

seisho
nen@

へ
。

美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

美
術
館
。
抽
選
。

①
み
ん
な
の
光
る
泥
団
子　

11
月

19
日（
土
）、
午
前
10
時
～
午
後
0

時
30
分
・
２
時
～
４
時
30
分
。
小
・

中
学
生
、
各
20
人（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。
１
０

０
０
円
。

②
子
ど
も
向
け
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー　

11
月
26
日（
土
）午
後
２
時

～
３
時
。
小
・
中
学
生
15
人
。

③
メ
ゾ
チ
ン
ト
で
つ
く
る
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド　

12
月
４
日（
日
）午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
。
中
学

生
以
上
の
方
16
人
。２
１
０
０
円
。

募　

講
座
名
・
実
施
日
・
必
要
事

項
・
年
齢
①
は
泥
団
子
の
色
を
青
・

緑
・
ピ
ン
ク
・
黒
・
紫
の
中
か
ら

１
色
、
午
前
ま
た
は
午
後
、
小
学

校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
氏
名

②
は
保
護
者
同
伴
の
場
合
に
人
数

を
、
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
①
は

11
月
３
日（
祝
）②
は
10
日（
木
）③

は
17
日（
木
）ま
で
に
、
〒
254
―
0073

西
八
幡
１
―
３
―
３
美
術
館
☎
35

―
２
１
１
１

art-m
use@

へ
。

メ
ー
ル
は
件
名
を
実
施
日
・
イ
ベ

ン
ト
名
に
。

平
塚
競
輪
ラ
ン
チ
女
子
会

　

11
月
19
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
。
平
塚
競
輪
場

（
久
領
堤
５
―
１
）。
初
心
者
で
、

20
歳
以
上
の
女
性
20
人（
抽
選
・

１
組
３
人
ま
で
）。

募　

参
加
者
全
員
の
必
要
事
項
・

年
齢
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
同
競

輪
場
へ
の
来
場
回
数
を
、
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
、
11
月
8
日（
火
）

ま
で
に
、
平
塚
競
輪
場
☎
21
―
３

９
３
５

21
―
３
９
３
４

jigy
o@

へ
。
同
競
輪
場
ウ
ェ
ブ
か
ら

も
申
し
込
め
ま
す
。

平
塚
市
民
・
大
学
ス
ポ
ー
ツ

交
流
フ
ェ
ス
タ

①
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室　

11
月

27
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
。
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
ス

タ
ジ
ア
ム
平
塚
。
市
内
在
住
・
在

学
の
小
学
生
100
人（
先
着
順
）。

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
。
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会　

12
月
11

日（
日
）午
前
８
時
か
ら
、
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア

ム
ひ
ら
つ
か
正
面
入
り
口
で
受
け

付
け
。
小
学
校
５
年
生
以
上
の
方

（
小
・
中
学
生
は
市
内
在
住
・
在

学
の
方
）。

募　

①
は
必
要
事
項
・
学
校
名
・

学
年
を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
で
、
10
月
21
日（
金
）か
ら
、
大

原
１
―
１
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス

相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
内
の

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６
０

31
―
９
６
４
０

sports@

へ
②

は
同
課
や
代
官
町
４
―
２
平
塚
ス

ポ
ー
ツ
内
の
市
陸
上
競
技
協
会
に

あ
る
申
込
書
を
、
直
接
、
10
月
21

日
～
11
月
４
日（
金
）に
、
同
課
ま

た
は
同
協
会
へ
。

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
自

立
支
援

　

11
月
19
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
５
時
。
青
少
年
相
談
室
。
未
成

年
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関

わ
る
保
護
者
ら
８
人
程
度（
先
着

順
）。

募　

電
話
で
、
青
少
年
相
談
室
☎

34
―
７
３
１
１
へ
。

金
目
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

金
目
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周

年
を
記
念
し
て
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
ま
す
。

ぶ
ら
り
歴
史
探
訪　

金
目
観
音
か

ら
塚
越
古
墳
へ　

11
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時
。
小
雨
決

行
。金
目
観
音（
南
金
目
896
）集
合
・

解
散
。
約
５
・
５
㌖
。
300
円
。
中

学
生
以
下
は
無
料
。

金
目
ふ
る
さ
と
検
定
２
級　

ぶ
ら

り
歴
史
探
訪
な
ど
か
ら
出
題
し
ま

す
。
12
月
４
日（
日
）午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分
。金
目
公
民
館（
南

金
目
966
）。
40
人（
先
着
順
）。

募　

イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加
者
全
員

の
必
要
事
項（
小
・
中
学
生
は
学

校
名
・
学
年
も
）を
、は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
〒
254
―
8686
豊

原
町
２
―
21
社
会
教
育
課
☎
35
―

８
１
２
４

34
―
５
５
２
２

k-
shakai@

へ
。
メ
ー
ル
は
件
名
を

イ
ベ
ン
ト
名
に
。

親
子
で
ダ
ン
ス
教
室

　

11
月
19
日（
土
）午
前
９
時
45
分

～
10
時
45
分
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・

ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ
。
小
学
生
以
下
の

方
と
保
護
者
25
組（
抽
選
）。500
円
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
年

市民病院で看護師・助産師
として働きませんか

劇団四季ミュージカル
鑑賞バスツアー

　ＪＲ東日本アートセンター 四季劇場「秋」（東
京都港区海岸１―10―48）で、「ノートルダムの
鐘」を鑑賞しませんか。
　平成29年１月８日（日）午前９時30分～午後６時
30分。市民センター集合・解散。200人（先着
順）。３歳以上の方は１万３,５００円（チケット代・
交通費・弁当代・旅行保険料を含む）。旅行
業者は神奈中観光（神奈川県知事登録旅行業
第２―２号・東京都町田市鶴間１５３４―１）。

募　 電 話 で、
10月27日（ 木 ）
午前10時から、
まちづくり財
団文化事業課
☎32―２２３７へ。

↓

　資格がある、または平成
29年３月までに看護学校な
どを卒業し、資格取得見込
みの方、50人程度（選考）。
採用は４月１日以降。試験は
①平成28年11月12日（土）②
12月17日（土）③平成29年１
月28日（土）。
　応募方法など、詳しくは
市民病院ウェブをご覧くだ
さい。
募　①は平成28年11月２日

（水）②は12月７日（水）③は平
成29年１月18日（水）までに、
病院総務課☎32―００１５へ。看護師などの資格を生かしませんか

（C）Disney


